
第３次小城市総合計画
第１回まちづくり市民会議開催報告
～小城市の未来を語ろう～



まちづくり市民会議の全体スケジュール

第１回(2023.11.11)
条件なしに未来を語る

「10年後の小城の未来を
漠然と描く」

第３回(2024.2.4)
小城の現状を未来へ繋ぐ

「小城の現状をテーマ別
に深堀りする」

第４回(2024.3.10)
未来の小城の具体的な

姿を語る

「小城の未来の新聞
づくり」

（１年目）

第２回(2023.12.17)
小城の現状を見つめ直す

「小城の“よかとこ”
“よーなかとこ” 」
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まちづくり市民会議（第１回）
2023年11月11日（土）9:30～12:00 @牛津公民館

市民参画アドバイザー
加留部 貴行さん

市民等参加者 45人
（うち高校生4人、大学生7人）
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対話① 小城市の現状への通信簿

「あなたが感じる小城市の状況は
５点満点で何点ぐらいですか」

まちづくり市民会議（第１回）
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対話① 小城市の現状への通信簿

「その状況をより良くする
（５点満点に近づける）には

これから何が必要でしょうか」

まちづくり市民会議（第１回）
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まちづくり市民会議（第１回）

点数と５点満点に近づけるために必要なこと
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まちづくり市民会議（第１回）

点数と５点満点に近づけるために必要なこと
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全体の平均点 ・・・3.20点
中高大生の平均点・・・3.22点
社会人の平均点 ・・・3.19点



対話② 小城市のこれからの将来像を探る

「未来の小城市がまわりから
とてもうらやましがられているとしたら、
どのような“まち”や“くらし”に
なっているでしょうか」

まちづくり市民会議（第１回）
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参加者から出たキーワードの傾向

①小城らしさ

・オンリーワン小城を持つ、活かす
・小城のブランド化（ブランド力）
・小城のカラー、らしさをPR
・他市町との差別化
・小城市だからできること
・小城と分かるような風景、聖地
・まちの色（小城の景観の色）

②今あるもの

・今ある場所(もの)をレベルアップ
・空き地、空き家の活用
・空き家カフェ、フリースペース
・空き家が集える場になれば
・今の街並みを活かしたまちづくり

＝シブいまち小城
・小城の資源(羊羹,水,桜,祭り等)

小城らしさ ≒ 今あるものを活かす

「でも活かしきれていない、情報発信できていない・・・」
「今ある資源を活かしてレベルアップ、進化を」 という声も

まちづくり市民会議（第１回）
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参加者から出たキーワードの傾向

⑤誇り

④全世代が元気③ひと

・小城が好きと自慢している人
・自分が住むまちを大好きな人
・子供たちが住み続けたいと言う
・小城で飲もうよって言いたい
・小城の印象が薄い

・人が良い
・応援してもらえるまち
・人と人とのつながりを深める
・世代の壁をなくそう、世代間交流
・こんな人いるよ

・高齢者の方が活躍できる
・女性が活躍するまち
・誰ひとり残さないまち
・子供から大人まで活力あるまち
・小城に暮らす人の夢が実現できる
・小城でもキャリアアップできる

「ひと」に関するキーワード

まちづくり市民会議（第１回）
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参加者から出たキーワードの傾向

⑥自然・体験・農業

⑦子育て

⑧小城の資源

・棚田で農作業体験
・古民家で宿泊、キャンプ場
・農業体験、祭り体験
・地産地消のカフェレストラン
・他ではできない体験
・体験型で楽しめる働く場所

・子育てがしやすい
・子供が遊ぶ場所、大きな公園
・みんなで子育て（地域で子育て）
・妊婦、子供子育ての支援、給付
・子育て支援には財政の潤いが必要
・入りやすい公共施設（福祉施設）

⑧ちょうどいい

・自然と都会の融合
・メリハリのあるまちづくり
・小城の程よく田舎を活かす
・絶妙
・バランスよく

小城らしさ

ひと

今あるもの

まちづくり市民会議（第１回）
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本日の対話の感想（参加者）

まちづくり市民会議（第１回）
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本日の対話の感想（参加者）

まちづくり市民会議（第１回）

明るく前向きな言葉をたくさんいただきました！
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